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研究成果の概要（和文）：個票データのリスク評価で用いられる種々の超母集団モデルについて

の性質を明らかにした。2 時点以上で得られた標本から作られた複数の個票データや，層化抽

出された標本から作られた個票データをリスク評価するために，寸法指標の多重寸法指標への

拡張が提案され，ノンパラメトリック推定法についての理論構築がほぼ完成した。また，表形

式データの秘匿措置の一つであるスワッピングに応用されるマルコフ基底を用いた手法につい

ても進展があった。 
 
研究成果の概要（英文）：The properties of several superpopulation models which are used 
for assessing the risk of a microdata set, were investigated.  The size indices were 
extended to the multi-indices, to carry out the risk assessment for the microdata sets 
which had been made from the samples on two or more occasions, or a microdata set which 
had been made from a stratified sample.  The nonparametric estimation method for the 
multi-population size indices was almost established.  The swapping method is one of the 
disclosure control procedures for a tabular data.  The theory of swapping method using 
Markov bases was developed. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 欧米の個票データ公開の先進国では，

1990 年頃から個票データや表形式データに
対する秘匿方法やリスク評価方法などにつ
いての研究が行われていた。最近も研究が継



続されているものの，研究の量は一時よりは
少なくなっている。これは，それらの国々に
おける官庁統計データの公開方法がある程
度確立されたためである。例えば米国では，
1990 年と 2000 年のセンサスの調査結果から
1%あるいは 5%抽出した個票データに秘匿措
置を施したものを，Web 上において無料で公
開している。 
 
(2) 国内では 1996年頃から個票データの秘
匿方法とリスク評価方法の研究が始まった。
本研究に参加している研究者の多くは，その
当時から研究を継続している。1990年代中頃
は，諸外国における研究成果の吸収が主な目
的であったが，その後は国内独自の研究も行
われ，特に，超母集団モデル（確率分割モデ
ルとも呼ばれる）を用いた個票データのリス
ク評価の研究では，数多くの成果が得られて
いた。 
 
(3) 内閣府に設置された統計制度改革検討
委員会（委員長：吉川洋）と総務省の統計法
制度に関する研究会（座長：廣松毅）が，そ
れぞれ 2006 年に取りまとめた報告の中で，
統計データの二次的利用が促進されるべき
と結論づけていた。 
 
２．研究の目的 
 

官庁統計の個票データとしての公開を実
現するために必要となる理論の構築を図る
ために 
(1) 個票データの秘匿と公開のリスク評価 
(2) 表形式データの秘匿と自動秘匿プログ

ラム作成 
(3) 秘匿データの有用性の評価 
の 3つの研究を柱とする。 

また本研究では理論の構築と完成にとど
まらず，官庁統計の目的外使用申請を積極的
に行い，個々の統計の個票データに対して，
利用価値が高く，しかもリスクの小さい個票
データセットを明示することも目的とする。 
 これらの研究を統合することによって，多
くの官庁統計を始め，大規模調査によって得
られたデータについて，どのような秘匿方法
を行えば，安全かつ有用な個票データの公開
が可能かという点が明示できると共に，仮に
個票データとしての公開が困難と判断され
た場合にも，安全でしかも現行のものよりも
有用な表形式データを示すことができる。 
 
３．研究の方法 
 

本研究は「２．研究の目的」に挙げた 3つ
の研究を統合する形で構成される。それぞれ
の研究については，研究者の専門分野やそれ
までの研究の過程などを考慮して，数名ずつ

からなる小グループを配置し，他の研究者が
サポートする。 
 
(1) 個票データの秘匿と公開のリスク評価
については，佐井，竹村，星野，渋谷，大和，
山口（小林）が中心に研究する。これらの研
究については成果が蓄積されてきたものの，
残されている課題も多く，それらの残された
問題の解決を図りたい。標本寸法指標からの
母集団寸法指標の推定では，新たなモデルの
構築やモデルの相互関係の解明，精度の高い
推定方法の確立などを目指す。また，ノンパ
ラメトリックな推定方法についても，実デー
タへの適用が可能なレベルにまで引き上げ
る。更に，官庁統計で用いられるサンプリン
グ方法に対応した推定方法についても検討
を行う。なお，条件が整えば官庁統計の目的
外使用を行い，提案する方法の有用性につい
て検証を行う。 
 
(2) 表形式データの秘匿と自動秘匿プログ
ラム作成については瀧，稲葉，田村が中心に
研究する。データの公開方法としては調査さ
れた内容を個票データのまま公開する方法
と，数次元の分割表，すなわち表形式データ
に集計してから公開する方法があり，国内の
官庁統計では後者の方式がとられている。秘
匿方法は少数頻度のセルをｘマークで置き
換える方法が用いられ，しかも人間の目に頼
る部分が多い。それらの改善を図るために，
新たな秘匿方法について検討を行うととも
に，秘匿の自動化も試みる。 
 
(3) 秘匿データの有用性の評価については
和合，大森，稲葉が中心に研究する。個票デ
ータの秘匿は秘匿後のデータのリスクと残
されている情報量とを両方考慮しなければ
ならないが，これまでの国内外の研究はリス
ク評価に大きく偏っていた。そこで個票デー
タを分析する有用性を示すとともに，可能で
あれば個票データに段階的に秘匿を行いな
がら，各種統計量などの変化についても検討
を行う。 
 
以上のように，本研究では研究代表者及び

研究分担者，連携研究者が 3つの研究を分担
して行うが，これらの研究は相互に深く関連
している。そのため，本研究参加者全員の共
通認識の構築と相互の意見交換のために研
究会を開催する。また幅広い意見や知識の収
集のために，本研究参加者以外の研究者，特
に官庁統計に携わる研究者や実務者にも参
加を呼びかけて研究集会を開催する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 個票データの個人を識別できる変数の



値の組み合わせ一つ一つをセルと呼ぶが，各
セルに含まれる個体数の頻度分布を寸法指
標と呼ぶ。リスク評価方法としては，標本寸
法指標 s1, s2, s3,...から母集団寸法指標 S1, 
S2, S3,...を推定することが一般的で，その
推定には確率分割モデル（超母集団モデルと
も呼ばれる）が用いられることが多い。本研
究では，各モデルの性質やモデルの相互関係
について研究が深められた。特に実用性の高
いピットマンモデルについては，多くの性質
が明らかになり，リスク評価に用いられてい
る。 
 
(2) 継続調査のように 2 時点以上で得られ
た標本から作られた複数の個票データを同
時にリスク評価するために，また層化抽出さ
れた標本から作られた個票データをリスク
評価するために，寸法指標の多重寸法指標へ
の拡張が提案された。多重母集団寸法指標
（例えば二次元の場合には S(1,2)のように表
す）のノンパラメトリック推定法の理論構築
がほぼ完成し，実データへの応用も行われた。
ただし，母集団寸法指標の推定と比較してや
や不安定であることも指摘され，更なる改善
が必要である。また，同じ目的でピットマン
モデルを 2次元に拡張したモデルについても，
実データへの適用の可能性が報告された。 
 
(3) 表形式データの秘匿方法では，特にマ
ルコフ基底を用いたスワッピングの理論に
ついて研究に大きな前進が見られた。自動秘
匿プログラムとしてはオランダ統計局のτ
-ARGUSが知られているが，日本の官庁統計へ
の応用は難しいとの指摘がある。独自のシス
テムは，まだ完成には至っていない。 
 
(4) 2002 年 1 月～2007 年 12 月の労働力調
査の調査票情報の目的外使用申請を行い，段
階的に秘匿措置を施しながら，個票データ，
あるいは複数の個票データのリスク評価を
行った。また種々のパラメータの秘匿による
変化についても分析が行われた。 
 
(5) 2007 年 5 月に統計法が全部改正され，
2009年 4月から全面施行されている。改正の
柱は「公的統計の体系的整備」，「統計データ
の利用促進と秘密の保護」，「統計委員会の設
置」の 3 つであり，「統計データの利用促進
と秘密の保護」には，「①従来の目的外使用
を継承した調査票情報の二次利用に関する
規定」に加えて，「②調査票情報について適
切な秘匿措置を施し，必要に応じてサブサン
プリングを行った匿名データの提供に関す
る規定」，「③利用者の求めに応じて，調査票
情報を基に集計結果を計算するオーダーメ
ード集計に関する規定」が含まれており，大
きな前進と言える。本研究グループに参加し

ている研究者の 10 年以上に渡る研究がその
一助になったと思われる。ただし，匿名デー
タとして提供されているものが 4統計，オー
ダーメード集計が可能なものが 1統計にとど
まっており，今後も利用拡大のために研究を
継続しなければならない。 
 
(6) 本研究の成果については国内外の学会，
シンポジウム，研究集会などで随時報告した。
特に，統計関連学会連合大会においては，主
なものだけで 34 件の報告を行っている。ま
た，2007年 11月 16日～17日，2008年 10月
23日～24日，2009年 10月 22日～23日には，
それぞれ統計数理研究所において研究集会
「官庁統計データの公開における諸問題の
研究」を開催した。毎年度，50名前後の参加
者があり，この分野に関係する研究者や官庁
統計の実務者と意見交換を行った。 
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